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ははじじめめにに  

 

今日の地域社会は、少子高齢化の進行や地域のつな

がりの希薄化などに加え、「8050問題」に象徴される

地域社会からの孤立など、地域において個人や世帯を

取り巻く生活課題は多様化、複雑化しております。 

本市におきましても、同様の背景により支援を必要

とする個人や世帯が抱える様々な生活課題を、制度の

狭間に落とさず、多機関が連携して、支援していくた

めの包括的支援体制の整備が求められております。 

今回、新たな社会環境の変化や課題に対応し、本市

の地域福祉を推進するうえでの指針とするため、第３

次計画から引き続き、行政による「焼津市地域福祉計

画」と社会福祉協議会による「焼津市地域福祉活動計

画」を一体的に策定いたしました。 

本計画は、「地域で育てる 支え合う ふだんの くらしの しあわせづくり」を基

本理念とし、「安心というしあわせ」にあふれた焼津市を創り続けていくという思いを

込めております。 

この計画を市民の皆様と共有し、「支え手」「受け手」という関係を超えて、また、

世代や分野を超えてつながる「共生」「共働」の地域社会の実現を目指し推進してまい

ります。市民の皆様の、より一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

結びに、本計画の策定にあたり、多大なるご尽力を賜りました策定委員会委員をは

じめとする関係者の皆様、貴重なご意見をいただきました市民の皆様に厚くお礼を申

し上げます。 

 

令和３年３月 

 

焼津市長 中野 弘道 

 

  



計計画画策策定定ににああたたっってて  

 

令和３年４月に地域共生社会の実現のための社会

福祉法が施行され、地域共生社会の実現を図るため、

地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する

包括的な福祉サービス推進体制の整備を目指すこと

とされています。 

また、国連で採択された「持続可能な開発目標 

（ＳＤＧｓ）」は、人類が将来に渡って持続可能な社

会を構築していくための世界共通の取組であるとい

われています。 

このような社会情勢の中、第３次焼津市地域福祉計

画・地域福祉活動計画に引き続き、行政と社会福祉協

議会が車の両輪となり、地域を共に創る地域共生社会

の実現を目指して、地域福祉をさらに推進し、市民の誰もが住み慣れた地域で安心し

て暮らせるよう第４次計画を策定しました。 

基本理念である「地域で育てる 支え合う ふだんの くらしの しあわせづくり」

の実現に向け、地域福祉をさらに推進してまいりますので、市民の皆様の一層のご支

援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

終わりに、この計画の策定にあたり、ご意見やご提言をいただきました「焼津市地

域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会」の皆様をはじめ、市民アンケートにご協

力いただきました市民、福祉団体の皆様に感謝申し上げるとともに、厚くお礼申し上

げます。 

 

令和３年３月 

社会福祉法人 焼津市社会福祉協議会 

会長 永田 實治 

 

 

  



計計画画策策定定をを終終ええてて  

 

みなさまの協力により、無事、第４次焼津市地域

福祉計画・地域福祉活動計画が策定されました。本

計画にある地域福祉の取り組みが本格的になった

のは、2000（平成12）年に社会福祉法の第４条「地

域福祉の推進」に規定されたことよります。そして、

それから約20年が経った本計画が始まる2021（令和

３）年４月に改正社会福祉法が施行され、この条文

に新たに「地域福祉の推進は、地域住民が相互に人

格と個性を尊重し合いながら、参加し、共生する地

域社会の実現を目指して行われなければならない」

という条文が加えられました。この条文は何かと言

うと、「地域共生社会」の実現のための条文です。 

地域共生社会とは、少子高齢や人口減少、地域社会の脆弱化などの社会構造の変化

の中で、人々が様々な生活課題を抱えながらも住み慣れた地域で自分らしく暮らして

いけるよう、地域住民等が支え合い、一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに

創っていくことができる社会です。このような地域共生社会の実現のため、今後の地

域福祉は新たなステージに向かうことになります。そして、この地域共生社会の実現

のための羅針盤となるのが、この第４次焼津市地域福祉計画・地域福祉活動計画です。 

地域共生社会の実現のために今回の計画策定では、新たに包括的な支援体制の整備

に関する事項が新たに設けられました。これは、全ての地域住民が地域の課題に対し

て主体的に取り組むための環境整備を意味しております。つまり、この第４次焼津市

地域福祉計画・地域福祉活動計画を推進するためには、地域住民のみなさんの力が必

要不可欠となります。焼津市のより良い地域共生社会の実現のため、第４次焼津市地

域福祉計画・地域福祉活動計画のもと、地域住民と関係者が一丸となって「地域福祉

の推進」に取り組んでいくことを切に願っております。 

 

令和３年３月 

静岡福祉大学 小林 哲也 
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